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安
全
は
あ
な
た
の
自
覚

周
り
の
目

～
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に
～

区
内
で
は
「
自
分
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
を
合

言
葉
に
、
様
々
な
防
犯
・
防
火
活
動
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
上
で
、
地
域
、
警
察
・
消
防
、
区
が
力
を
合
わ

せ
て
取
り
組
み
、「
犯
罪
を
見
過
ご
さ
な
い
ま
ち

あ
だ

ち
」
の
実
現
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

区
内
で
も

「
振
り

込
め
詐

欺

」
が
多
発
し
て
い
ま
す

依
然
と
し
て
振
り
込
め
詐
欺
が
多

発
し
て
お
り
、
犯
行
手
口
は
ま
す
ま

す
巧
妙
化
し
て
い
ま
す
(
表
1
)
。

最
近
で
は
、
警
察
官
や
弁
護
士
に

成
り
済
ま
し
た
犯
人
が
、
自
宅
に
い

る
家
族
に
、「
お
宅
の
旦
那
(
息
子
)

さ
ん
が
、
通
勤
途
中
に
痴
漢
を
し
た

の
で
警
察
で
身
柄
を
預
か
っ
て
い
ま

す
。
被
害
者
は
○
○
万
円
で
示
談
に

応
じ
る
と
話
し
て
い
ま
す
が
…
」
な

ど
と
持
ち
か
け
、
示
談
金
と
し
て
銀

行
口
座
に
現
金
を
振
り
込
ま
せ
る
と

い
っ
た
ケ
ー
ス
が
目
立
っ
て
い
ま
す

(
図
1
)
。

ま
た
、
誘
拐
犯
人
に
成
り
済
ま
し

た
犯
人
が
、
自
宅
に
い
る
母
親
に
電

話
で
、「
お
宅
の
子
ど
も
を
誘
拐
し

た
。
す
ぐ
に
金
を
振
り
込
ま
な
い

と
、
子
ど
も
が
ど
う
な
る
か
知
ら
な

い
ぞ
」
な
ど
と
脅
し
、
身
代
金
を
振

り
込
ま
せ
る
よ
う
な
、
よ
り
悪
質
な

も
の
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

警
察
で
は
、
こ
れ
ら
の
振
り
込
め

詐
欺
に
対
す
る
取
り
締
ま
り
を
強
化

し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
犯
罪

を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
に
は
、
何

よ
り
も
皆
さ
ん
の
防
犯
意
識
を
高
め

る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
区
で
も
。

「
注
意
!

振
り
込
め
詐
欺
」
の
ポ

ス
タ
ー
を
銀
行
な
ど
に
掲
示
し
、
注

意
を
促
し
て
い
ま
す
。

図1　 最近増えている「振り込め詐欺」の手口

表1　 区内振り込め詐欺の発生件数と被害額( 16 年)
被害総件数… 93件 　被害総額… 約2 億1, 435 万円

※ 被害額は、表示未満を端数調整していません

被害にあわないための注意点

すぐに振り込まず、少し冷静になるまで時間を置く

示談金の振り込みを強要するような電話など、不自然な
ものに関しては、「振り込め詐欺 かもしれない」と疑う

「警察は示談を仲介しない」ということを忘れない

落ち着いて行動し、必ず事実を確認する
お金を振り込む前に、必ず信頼できる人に相談する

不審に思ったら、迷わず110番通報

注
意
を
呼
び
掛
け
る
ポ
ス
タ
ー
を

区
内
の
様
々
な
場
所
に
掲
示
中

昨
年
の
区
内
犯
罪
発
生
件
数
は

減
少
し
て
い
ま
す

昨
年
の
区
内
に
お
け
る
刑
法
犯
認

知
件
数
は
、
全
体
で
1
万
4
千
4
0
3件

で
し
た
。
こ
れ
は
1
5年
に
比
べ
る
と

千
1
0
3
件
減
少
し
て
お
り
、
減
少
率
は
7
.
1
%

で
す
(
表
2
)
。

こ
れ
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
中
心

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
自
主
防

犯
活
動
や
生
活
安
全
推
進
協
議
会
で

の
活
動
、
お
よ
び
警
察
・
消
防
、
区

な
ど
と
連
携
し
て
安
全
・
安
心
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
た
結
果
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
犯
罪
件
数
自
体
は
い
ま

だ
に
多
く
、
ま
た
、
巧
妙
化
し
た
振

り
込
め
詐
欺
被
害
の
増
加
や
子
ど
も

を
ね
ら
っ
た
犯
罪
へ
の
対
応
(
8
面

参
照
)
な
ど
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
犯

罪
抑
止
に
向
け
た
取
り
組
み
が
必
要

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

表2　 区内の犯罪認知状況

※ 認知件数とは、警察が被害届などを受理している件数です

区
の
取
り
組
み

区
で
は
、
こ
れ
ら
の
犯
罪
を
未
然

に
防
止
す
る
た
め
に
、
管
轄
警
察
署

と
情
報
連
絡
会
議
を
開
く
な
ど
連
携

を
強
化
し
、
各
種
防
犯
対
策
を
行
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
消
費
者
セ
ン
タ
ー
で
も
、

「
消
費
者
教
室
」
と
し
て
出
前
講
座

を
開
催
し

、
振
り
込
め
詐
欺
や
悪
質

商
法
な
ど
に
関
す
る
情
報
提
供
を
行

っ
て
い
ま
す
(
7
面
参
照
)
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、

危
機
管
理
課

(
3
8
8
0
)
5
8
3
8

▲ 地域の皆さんがまちをパトロー
ルし、安全を守っています

今号の主な内容
2
・
3
面
▽
保
健
福
祉
ガ
イ
ド
/
健
康
カ
レ
ン
ダ

ー
/
宿
泊
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

4
・
5
面
▽
保
育
マ
マ
を
募
集
し
ま
す
/
企
業
提

案
型
経
済
活
性
化
推
進
事
業
を
決
定

6
・
7
面
▽
く
ら
し
の
情
報
/
催
し
物
ガ
イ
ド
/

み
ん
な
で
つ
く
る
健
康
あ
だ
ち
2
1

8
面
▽
▽
▽
子
ど
も
を
犯
罪
か
ら
守
る
た
め
に
/
　

ス
ケ
ッ
チ
あ
だ
ち

情報キャッチ! !
好きです。あだち
17月25日～31日

午前9 時30分/ 午後0 時30

分/ 午後6 時
ヶ一プルTV 足立( 9CH)

葦

立

ち

「
子
や
孫
た
ち
に
よ
り
良
い
地

球
環
境
を
残
す
た
め
に
」

昨
夏
は
、
非
公
式
な
が
ら
区
内
で
4
2

・
7
℃
と
い
う
国
内
最
高
気
温
を

記
録
す
る
な
ど
、
地
球
温
暖
化
や
ヒ

ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
の
影
響
を
弛

く
実
感
し
た
夏
で
し
た
。

今
年
、
区
で
は
地
球
温
暖
化
防
i

の
た
め
、
庁
舎
内
の
冷
房
設
定
温
ぼ

を
2
8℃
に
し
て
い
ま
す
。
設
定
温
ぼ

を
I
℃
上
げ
る
と
、
空
調
に
使
う
雷

気
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
を
約
1
0
%削
減
で

き
る
そ
う
で
す
。
そ
れ
に
伴
い
、
区

で
も
今
夏
か
ら
「
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
、

ノ
ー
上
着
」
と
い
う
夏
の
軽
装
(
ク

ー
ル
ビ
ズ
)
を
行
っ
て
い
ま
す
。
最

初
は
何
か
締
ま
ら
な
い
感
じ
で
し
か

が
、
始
め
て
み
る
と
「
ネ
ク
タ
イ
を

外
す
と
体
感
温
度
が
2
℃
下
が
る
」

と
言
わ
れ
る
と
お
り
、
快
適
に
仕
恵

に
取
り
組
め
て
い
ま
す
。

例
年
に
な
い
酷
暑
や
大
雨
な
ど

は
、
地
球
か
ら
現
代
社
会
へ
の
警
告

に
思
え
ま
す
。
地
球
環
境
の
改
善
は

と
て
も
大
き
な
課
題
で
す
が
、
ま
ず

は
、
身
近
な
生
活
ス
タ
イ
ル
の
見
直

し
か
ら
始
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

「
地
球
規
模
で
考
え
、
身
近
な
と
こ

ろ
か
ら
行
動
し
て
い
く
」
の
実
践
で

す
。
幸
い
昔
か
ら
私
た
ち
は
、
打
も

水
、
す
だ
れ
、
緑
化
な
ど
、
夏
を
迫

し
く
暮
ら
す
知
恵
を
持
っ
て
い
ま

す
。
子
や
孫
た
ち
に
生
存
可
能
な
搶

球
環
境
を
引
き
継
い
で
い
く
こ
と

は
、
私
た
ち
大
人
の
重
要
な
責
務
で

す
。
2
8日
に
は
、
水
や
緑
に
恵
ま
れ

た
地
球
に
生
き
て
い
る
こ
と
に
改
め

て
感
謝
し
て
、
夜
宙
に
あ
が
る
花
火

を
見
て
み
ま
せ
ん
か
。

足
立区長
　鈴
木
恒
年

足立区在住の作家、朱川湊人氏が直木賞を受賞しました( 8 面参照)
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保
健
福
祉
ガ
イ
ド

定
員
に
先
着
順
と
あ
る
も
の
は
7
月
2
6日
か
ら
受
け
付
け
ま
す

電 話 番 号 が な い 記 事 に つ い て は

区 役 所 代 表 へ 　3880- 5111

区 ・ホ ー ム ペ ー ジ ア ド レ ス は
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「
子
育
て
ホ
ー
ム
サ
ポ
ー
タ

ー
養
成
講
座
」
受
講
生
募
集

区
が
行
っ
て
い
る
、
訪
問
型
一
時

保
育
「
子
育
て
ホ
ー
ム
サ
ポ
ー
ト
事

業
」
(
小
学
生
ま
で
の
子
育
て
を
し

て
い
る
家
庭
を
対
象
と
し
た
子
育
て

支
援
事
業
)
の
担
い
手
と
な
る
、
「子
育

て
ホ
ー
ム
サ
ポ
ー
タ
ー
」
(
区
認
定
)
に
な

る
た
め
の
養
成
講
座
を
開
講
し
ま
す
。

日
時
H
8
月
2
4
日
㈲
・
3
0
日
収
・
9

月
2
日
面
・
6
日
㈹
・
9
日
面
・
1
6

日
面
・
2
1
日
㈲
・
2
8
日
㈲
・
3
0
日

面
・
1
0
月
5
日
㈲
の
1
0
日
間
、い
ず

れ
も
午
前
9
時
3
0
分
～
午
後
4
時
3
0

分

場
所
=

エ
ル

ー
ソ
フ
ィ
ア

対

象
=

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
・
:

子
育
て
支
援
に
熱
意
と
意
欲
が
あ
る
/

講
座
を
受
講
後

、
子
育
て
ホ
ー
ム

サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
支
援
活
動
が
で

き
る
/
講
座
に
全
日
程
出
席
可
能

定
員
=
4
0
人
(

抽
選
)

費
用
1

千
4
0
0

円
(

テ
キ
ス
ト
代
)

申
込
=

電

話
で
資
料
請
求
後

、
郵
送
ま
た
は
フ

ァ
ク
ス

期
限
=
8

月
1
0
日
必
着

申
・
問
先
=

こ
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン

タ
ー

〒
1
2
0・
0
0
0
4

東
綾
瀬
1
-
5
-
1
7

(
3
6
0
6
)
1
3
3
3
　
　
　

(
3
6
0
6
)
7
4
4
4

知
的
障
害
者
対
応
ヘ
ル
パ
ー

養
成
講
習
会

日
時
=
▽
講
義
・
:
9
月
2
1
日
㈲
・
9
9
一

日
㈲
、
午
後
1
時
3
0
分
～
6
時
▽

実
習
…
9
月
2
6
日
～
‥
‥
‥
一
月
1
0
日
の
間

の
平
日
3
日
間
、
午
前
9
時
～
午
後

8
時
の
う
ち
6
時
間
程
度
▽
閉
講

式
…
1
1
月
1
1
日
面
、
午
後
3
時
～
5

時

対
象
=

知
的
障
害
者
対
応
ヘ
ル

パ
ー
の
活
動
に
熱
意
を
持
っ
て
お

り

、
現
在
ヘ
ル
パ
ー
活
動
中
で

、
講

義

、
実
習

、
閉
講
式
を
含
め
て
全
6

日
間
受
講
で
き
る
方

内
容
=
知
的

障
害
者
お
よ
び
重
複
障
害
者
に
対
応

で
き
る
ヘ
ル
パ
ー
の
養
成
講
習
会
…

障
害
特
性
/
障
害
の
理
解
と
対
応
/

支
援
の
基
礎
と
実
際

定
員
=
1
5
人

(抽
選
)

申
込
=
往
復
(

ガ
キ
に

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

所
属
事
業
所
名
、「
ヘ
ル
パ
ー
養
成

講
習
会
」
を
明
記

期
限
=
8
月
1
2

日
必
着

場
・
申
・
問
先
=
障
害
福

祉
セ
ン
タ
ー
生
活
体
験
室

〒
1
2
1・0
8
1
6

梅
島
3
-
3
1
-
1
9

(
5
6
8
1
)
0
1
3
1

現
況
届
を
忘
れ
ず
に

児
童
扶

養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当

児
童
扶
養
手
当
ま
た
は
特
別
児
童

扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
は
、

毎
年
現
況
届
の
提
出
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
現
況
届
を
提
出
し
な

い
と
、
今
後
の
支
給
が
停
止
さ
れ
ま

す
の
で
、
必
ず
本
人
が
忘
れ
ず
に
手

続
き
し
て
く
だ
さ
い
。
期
間
な
ど
く

わ
し
く
は
、
7
月
下
旬
に
送
付
す
る

現
況
届
の
お
知
ら
せ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
問
先
=
家
庭
支
援
係

(
3
8
8
0
)
5
8
8
3

福
祉
手
当
(
国
制
度
)

を
振
り
込
み
ま
す

特
別
障
害
者
手
当
、
障
害
児
福
祉

手
当
、
福
祉
手
当
(
経
過
措
置
)
の
5

～
7
月
分
を
、
届
け
出
た
預
金
口

座
に
8
月
1
0日
ご
ろ
振
り
込
み
ま

す
。
※
3
ヵ
月
以
上
入
院
、
施
設

入
所
し
た
場
合
は
受
給
資
格
が
な
く

な
る
の
で
、
必
ず
連
絡
し
て
く
だ
さ

い

問
先
=
障
害
給
付
係

お
酒
の
問
題
を
抱
え
る
方
へ

日
時
=
8
月
2
4
日
、
9
月
2
8
日
、
1
0

月
2
6
日
、
い
ず
れ
も
水
曜
日
、
午
後

2
時
～
3
時
3
0
分
対
象
=
お
酒
を

や
め
た
い
方
、
や
め
さ
せ
た
い
家
族

の
方

内
容
=
専
門
医
を
交
え
、
グ

ル
ー
プ
で
お
酒
に
つ
い
て
考
え
ま
す

場
・
申
・
問
先
=
竹
の
塚
保
健
総
合

セ
ン
タ
ー
地
域
保
健
係

(
3
8
5
5
)
5
0
8
2

消
化
器
が
ん
検
診

胃
と
大
腸
の
が
ん
検
診
を
行
っ
て

い
ま
す
。
胃
の
検
診
で
は
、
ペ
プ
シ

ノ
ゲ
ン
法
と
X
線
撮
影
法
の
い
ず
れ

か
を
選
べ
ま
す
。
ベ
プ
シ
ノ
ゲ
ン
法

は
1
0∝
程
度
の
採
血
で
済
み
ま
す
。

日
程
・
内
容
等
=
表
1
(
②
X
線
撮

影
法
は
中
央
本
町
保
健
総
合
セ
ン
タ

ー
の
み
で
受
診
可
)

対
象
=
3
5歳

以
上
の
区
民
(
1
年
度
1
回
の
み
)

※
胃
を
切
除
し
た
方
、
胃
の
病
気
で

治
療
中
の
方
、
ペ
プ
シ
ノ
ゲ
ン
法
で

要
精
密
検
査
と
な
っ
た
方
は
除
く
。

じ
ん
不
全
の
方
は
X
線
撮
影
法
の
み

可
。
い
ず
れ
の
場
合
も
大
腸
が
ん
検

診
の
み
の
受
診
も
可

定
員
=
5
0～
8
0

人

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合

は
、
希
望
ど
お
り
に
な
ら
な
い
場
合

あ
り

申
込
=
(
ガ
キ
に
郵
便
番

号
、
住
所
、
氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、

生
年
月
日
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番

号
、
表
1
か
ら
胃
が
ん
検
診
名
(
①

血
液
検
査

②
X
線
撮
影
の
い
ず
れ

か
一
方
を
選
択
)
、
検
診
日
、
受
診

場
所
を
第
3
希
望
ま
で
明
記

期
限
=

受
診
希
望
月
の
前
月
1
5日
必
着
。

受
診
票
の
送
付
は
前
月
下
旬
(
9
月

を
希
望
す
る
場
合
、
8
月
1
5日
必

着
、
受
診
票
の
送
付
は
8
月
下
旬
)

申
・
問
先
=
中
央
本
町
保
健
総
合
セ

ン
タ
ー
診
療
放
射
線
係

〒
1
2
0
・
0
0
1
1

中
央
本
町
I
-
5
-
3

(
3
8
8
0
)
5
3
5
7

表1　消化器がん検診日程( 9～10月)
①血液検査+ 検便

②X 線撮影+ 検便

☆印の日程は午後、それ以外は午前

乳
が
ん
検
診
【マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
】
(
9
～
1
0
月
受
診
分
)

乳
が
ん
の
早
期
発
見
に
役
立
つ
と

い
わ
れ
て
い
る
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
　

(
乳
房
X
線
撮
影
)
と
、
視
触
診
の

併
用
に
よ
る
乳
が
ん
検
診
を
行
い
ま

す
。
受
診
場
所
は
、
次
の
3
ヵ
所
　

(
ア
～
ウ
)
で
す
。
決
定
し
た
受
診

場
所
に
よ
り
受
診
方
法
な
ど
が
異
な

り
ま
す
。
く
わ
し
く
は
、
申
し
込
み
(

ガ
キ
受
け
付
け
後
、
8
月
1
2日
ご

ろ
に
、
区
か
ら
送
付
す
る
受
診
案
内

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ア
、
区
内
(
2
日
制
)

受
診
日
等
=

▽
1
日
目
(
9
月
上
～

中
旬
)
…
X

線
撮
影

▽
2
日
目

(
1
0月
上
～
下
旬
)
…
視
触
診
お
よ

び
判
定

受
診
方
法
等
=
区
か
ら
の

受
診
案
内
が
送
付
さ
れ
た
後
、
X
線

撮
影
機
関
(
1
0力
所
)
と
判
定
機
関

(
2
3カ
所
)
の
組
み
合
わ
せ
と
撮
影

日
を
区
に
電
話
予
約

※
(
ガ
キ
申

し
込
み
時
に
は
、
区
内
実
施
医
療
機

関
名
は
選
択
で
き
ま
せ
ん
。
実
施
医

療
機
関
に
つ
い
て
は
、
受
診
決
定
後

に
送
付
さ
れ
る
案
内
を
参
照

定
員
=
6
9
0

人
(
先
着
順
)

イ
、
癌
研
究
会
有
明
病
院
健
診
セ

ン
タ
ー
(
江
東
区
有
明
・
1
日
制
)

※
以
下
、
癌
研

受
診
日
=
9
～
1
0月
の
毎
週
水
曜
日

で
区
が
指
定
し
た
日
時
(
受
診
案
内

で
通
知
し
ま
す
)

検
診
内
容
=
X

線
撮
影
・
視
触
診
な
ど

※
判
定
結

果
は
後
日
郵
送

定
員
=
1
2
0人
(
先

着
順
)

ウ
、
東
京
都
予
防
医
学
協
会
(
新

宿
区
市
谷
・
1
日
制
)

※
以
下
、
予

防
医
学
協
会

受
診
日
等
=
9
月
の
受
診
。
区
か
ら

の
受
診
案
内
が
送
付
さ
れ
た
後
、
予

防
医
学
協
会
に
電
話
予
約

検
診
内

容
=
X
線
撮
影
・
視
触
診

※
判
定

結
果
は
後
日
郵
送

定
員
=
2
0
0人

(先
着
順
・
受
診
日
ご
と
に
定
員
あ

り
)

い
ず
れ
も

対
象
=
区
内
在
住
で
、
4
0歳
以
上
の

女
性
(
乳
が
ん
治
療
中
・
経
過
観
察

中
の
方
お
よ
び
豊
胸
手
術
な
ど
を
し

た
方
は
対
象
外
)

受
診
間
隔
1
2

年
に
1
回

※
前
回
受
診
か
ら
2
年

経
過
し
て
い
な
い
方
は
対
象
外

費

用
=
2
千
円
(
X

線
撮
影
機
関
で
支

払
い
)

※
生
活
保
護
受
給
者
は
免

除
制
度
あ
り

申
込
=
図
1
の
記
入

例
に
従
い
、
(
ガ
キ
に
受
診
場
所
の

希
望
優
先
順
な
ど
を
明
記

※
申
し

込
み
は
広
報
配
付
日
か
ら
受
け
付
け

期
限
=
8
月
4
日
消
印
有
効

申
・

問
先
=
成
人
保
健
係

〒
1
2
0・8
5
1
0

中
央
本
町
1
-
1
7
-
1

(
3
8
8
0
)
5
1
2
1

図1　 乳がん検診申し込み
ハガキ裏面記入例

8 月の献 血

受け付け時に本人を確認できるもの( 運転
免許証や保険証など) を提示してください

問先= 東京都東赤十字血液センター
5682- 2803

区・衛生管理係83880- 5891

8 月の休日接骨院当番所
骨折や脱きゅう、ねんざ・打撲などの応急施
術を当番制で行っています。 《健康推進課》

※ いずれも時間は、午前9時～午後5時

健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
　
8月
の
予
定
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す
こ
や
か
親
子
講
演
会

「
生
活
リ
ズ
ム
が
子
ど
も

の
潜
在
能
力
を
育
て
る
」

日
時
1
8
月
3
0
日
収
、
午
前
1
0
時
～

正
午

対
象
=
幼
児
を
子
育
て
中
の

保
護
者
と
関
係
者

内
容
―
生
活
リ

ズ
ム
の
大
切
さ
を
考
え
ま
す

講
師
=

神
山
潤
氏
(
東
京
北
社
会
保
険
病

院
副
院
長
)

申
込
=
電
話

※
保

育
あ
り
(
先
着
3
0人
、
要
予
約
)

場
・
申
・
問
先
―
中
央
本
町
保
健
総

合
セ
ン
タ
ー(

3
8
8
0
)
5
3
5
2

げ
ん
き
ー
ず
!

ぜ
ん
息
児

水
泳
教
室
(
第
2
期
募
集
)

ぜ
ん
息
の
子
ど
も
の
症
状
の
改
善

に
、
水
泳
を
取
り
入
れ
て
み
ま
せ
ん

か
。
日
時
=
9
月
2
1
日
～
1
2
月
7

日
ま
で
の
毎
週
水
曜
日
(
全
1
0
回
)
、

午
後
3
時
2
0
分
～
6
時
場
所
=
す

い
す
い
ら
ん
ど
綾
瀬

対
象
=
ぜ
ん

息
を
治
療
中
の
4
歳
～
中
学
3
年
生

定
員
=
▽
未
就
学
児
・
:
1
2
人
▽

小
・
中
学
生
・
:
2
8
人
※
原
則
、
い

ず
れ
も
先
着
順
。
た
だ
し
、
定
員
を

超
え
た
場
合
は
参
加
回
数
の
少
な
い

方
を
優
先
持
ち
物
=
水
着
、
ピ
ー

ク
フ
ロ
ー
メ
ー
タ
ー
(
呼
吸
機
能
測

定
検
査
器
・
:
参
加
決
定
後
の
事
前
説

明
会
で
も
、
2
千
1
0
0
円
で
購
入
で
き

ま
す
)
受
付
期
間
=
7
月
2
6
日
～

2
9
日
申
込
=
電
話
※
第
3
期
　

(
1
8
年
I
～
3
月
・
千
住
温
水
プ
ー

ル
)
も
予
定
し
て
い
ま
す

申
・
問

先
=
公
害
保
健
係

(
3
8
8
0
)
5
8
9
3

視
覚
障
害
者
セ
ミ
ナ
ー
(
2
日
制
)

日
時
等
=
表
2

対
象
=
疾
病
や
事

故
な
ど
に
よ
り
、
新
規
に
身
体
障
害

者
手
帳
を
取
得
し
た
中
途
視
覚
障
害

者
で
、
今
ま
で
参
加
し
た
こ
と
が
な

い
方

※
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
利
用
可

能
な
方
(
身
体
障
害
者
手
帳
1
・
2

級
程
度
)
は
、
そ
の
手
続
き
を
済
ま

せ
た
方
。
ま
だ
の
方
は
要
相
談

費

用
=
外
出
時
保
険
料
の
実
費
負
担
あ

り

定
員
=
7
人
程
度

申
込
=
電

話
・
フ
ァ
ク
ス

期
限
=
8
月
3
1日

申
・
問
先
U
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー
自

立
生
活
支
援
室

(
5
6
8
1
)
0
1
3
2
　
　
　

(
5
6
8
1
)
0
1
3
7

表2　 視覚障害者セミ ナー( 2 日制)

※ いずれも時間は、午後1時～4時

福
祉
事
務
所
の
窓
口
案
内

福
祉
事
務
所
に
は
、
福
祉
に
関
す

る
総
合
相
談
窓
口
が
あ
り
、
各
種
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

生
活
に
お
困
り
の
方

病
気
で
働
け
な
い
な
ど
の
理
由

で
、
生
活
費
や
医
療
費
で
困
っ
て
い

る
方
の
、
生
活
保
護
な
ど
に
つ
い
て

の
相
談
。

高
齢
の
方

在
宅
で
介
護
が
必
要
な
高
齢
者

(
お
お
む
ね
6
5歳
以
上
)
の
、
介
護

保
険
に
関
す
る
こ
と
や
介
護
保
険
以

外
の
高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
の
相
談
。

身
体
障
害
が
あ
る
方

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
、
補
装

具
、
更
生
医
療
、
日
常
生
活
用
具
や

住
宅
設
備
改
善
費
の
給
付
、
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣
な
ど
の
申
請
や
相

談
。
※
手
話
通
訳
を
希
望
さ
れ
る

方
の
相
談
は
、
毎
週
木
曜
日
、
午
後

1
時
～
4
時
、
中
部
福
祉
事
務
所
で

受
け
付
け
て
い
ま
す

知
的
障
害
が
あ
る
方

愛
の
手
帳
の
交
付
、
知
的
障
害
者

(児
)
の
援
護
施
設
へ
の
入
所
・
通

所
な
ど
の
相
談
。

母
子
家
庭
の
方

2
0歳
未
満
の
子
ど
も
の
い
る
母
子

家
庭
の
方
に
、
児
童
の
就
学
資
金
や

就
職
支
度
金
な
ど
の
貸
し
付
け
、
母

子
生
活
支
援
施
設
(
母
子
寮
)
へ
の

入
所
な
ど
の
申
請
や
相
談
。

女
性
の
方

夫
や
親
し
い
男
性
か
ら
の
暴
力
な

ど
、
様
々
な
問
題
を
抱
え
て
困
っ
て

い
る
方
の
相
談
。

家
庭
内
の
問
題
で
お
困
り
の
方

▽
家
庭
相
談
・
:家
庭
内
の
様
々
な
問

題
に
つ
い
て

▽
児
童
相
談
…
子
ど

も
の
養
育
や
障
害
な
ど
の
問
題
に
つ

い
て出

産
費
用
に
お
困
り
の
方

経
済
的
な
理
由
で
出
産
費
用
を
支

払
う
こ
と
が
困
難
な
妊
産
婦
に
は
、

無
料
ま
た
は
安
い
費
用
で
入
院
・
出

産
の
で
き
る
「
入
院
助
産
制
度
」
が

あ
り
ま
す
。
※
病
院
の
指
定
や
所

得
な
ど
の
制
限
、
所
得
に
応
じ
た
費

用
負
担
あ
り
。
ま
た
、
直
接
病
院
に

支
払
う
分
娩
用
品
費
な
ど
は
別
途
自

己
負
担

い
ず
れ
も

問
先
=
各
福
祉
事
務
所
(
表
3
)

表3　 福祉事務所一覧

在宅介護支 援センター 8月の家族介護者教室

※ 「申込= 」の記載がないものは、当日直接会場へ

夏
休
み
特
別
企
画

親
子
で
楽
し
む
プ
チ
・
フ

ェ
ス
夕

日
時
=
7
月
3
0
日
出
、
午
前
1
0
時
～

午
後
3
時

対
象
H
乳
幼
児
・
児
童

と
そ
の
保
護
者
な
ど

内
容
=
子
育

て
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
連
絡
会
に
よ
る
バ

ザ
ー
/
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
ほ
か

申

込
=
当
日
直
接
会
場
へ

問
・
申
先
=

こ
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

(
3
6
0
6
)
1
3
3
3

夏
休
み
子
ど
も
福
祉
講
座

～
見
え
な
い
っ
て
ど
う
い
う
こ
と
?～

日
時
=
8
月
2
3日
㈹
、
午
後
1
時
3
0

分
～
3
時
3
0分

対
象
=
小
・
中
学

生
(
小
学
校
低
学
年
の
参
加
希
望
者

は
要
相
談
)
内
容
=
視
覚
障
害
当

事
者
か
ら
日
常
生
活
に
つ
い
て
話
を

聞
き
な
が
ら
、
障
害
の
あ
る
生
活
を

擬
似
体
験
し
、
視
覚
障
害
に
つ
い
て

一
緒
に
考
え
ま
す

※
参
加
者
に
は

修
了
証
を
発
行

定
員
=
2
0人
(
先

着
順
)

申
込
=
電
話

場
・
申
・

問
先
=
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー
自
立
生

活
支
援
室

(
5
6
8
1
)
0
1
3
2
　
　
　

(
5
6
8
1
)
0
1
3
7

夏
休
み
子
ど
も
実
験
教
室

～
甘
さ
の
不
思
議
を
考
え
よ
う
!
～

日
時
=
8
月
1
9日
㈲
、
午
後
1
時
～
4

時

対
象
=
小
学
5
・
6
年
生

内
容
=
ジ
ュ
ー
ス
、
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ

ン
ク
、
お
茶
な
ど
の
糖
分
の
測
定

や
、
甘
さ
の
感
じ
方
の
違
い
を
比
較

定
員
=
1
0人
(
先
着
順
)

申
込
=

電
話

場
・
申
・
問
先
=
衛
生
試
験

所

　
(
3
8
8
0
)
5
3
7
0

▲ 「何が見えるんだろう
ね? 」(昨年の様子)

足
立
区
ま
ち
づ
く
り
推
進
条
例
が制
定
さ
れ
ま
し
た

区
で
は
、区
・
区
民
(
こ
の
条
例

で
は
、区
内
在
住
、
ま
た
は
土
地
や

建
物
を
所
有
も
し
く
は
占
有
す
る
者

を
指
す
)・
事
業
者
(
開
発
事
業
や

公
共
施
設
の
整
備
な
ど
を
行
う
者
)

の
責
務
を
明
確
に
し
、
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
の

基
本
と
な
る
条
例
を
制
定
し
ま
し

た
。
施
行
日
は
9
月
1
日
で
す
。

条
例
の
主
な
内
容

▽
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念

ま
ち
づ
く
り
は
、
安
全
で
快
適
に

住
み
続
け
ら
れ
る
市
街
地
の
形
成
、

健
全
で
活
力
あ
る
都
市
活
動
の
確

保
、
持
続
的
な
ま
ち
の
発
展
を
め
ざ

し
て
、
自
然
環
境
と
の
調
和
に
配
慮

し
な
が
ら
、区
・
区
民
・
事
業
者
が

協
働
し
て
行
う
も
の
と
し
ま
す
。

▽
ま
ち
づ
く
り
基
本
方
針

区
長
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る

基
本
方
針
と
し
て
、区
民
な
ど
の
意

見
を
聴
い
て
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
を
策
定
し
ま
す
。

▽
事
業
者
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

事
業
者
は
事
業
計
画
に
つ
い
て
、

区
と
事
前
に
協
議
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
区
長
は
あ
ら
か
じ
め
公
表

す
る
基
準
に
沿
っ
て
、
指
導
や
助
言

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
事
業
者
が
協

議
に
応
じ
な
い
場
合
や
指
導
に
従
わ

な
い
場
合
は
、
必
要
に
応
じ
て
、
勧

告
お
よ
び
公
表
で
き
る
も
の
と
し
ま

す
。

い
ず
れ
も

く
わ
し
い
条
文
な
ど
に
つ
い
て
は

都
市
計
画
課
窓
口
へ
。
ま
た
は
、

区
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な

れ
ま
す
。
問
先
=
都
市
計
画
課
事

業
推
進
係

宿
泊
施
設

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

申
込
方
法
等
=

「
わ
た
し
の
便
利

帳

」
一
1
1
一
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

休
館
日
等
=

表
4

※
以
前
の
申
し

込
み
(

ガ
キ
(
未
使
用
の
も
の
)

を

お
持
ち
の
方
は

、
公
社
各
窓
口
で
現

品
と
引
き
換
え
に
払
い
戻
し
ま
す
。

印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
(
ス
タ

ン
プ
印
不
可
)

問
先
=
▽
宿
泊
に
つ
い
て
…
各
施

設
予
約
電
話
(
表
4
)

▽
湯
河
原
・
那
須
の
団
体
利
用
に

つ
い
て
…
区
民
課
調
整
係

(
3
8
8
0
)
5
8
5
5

表4　 各施設利用案内　10月利用分

※利 用申込は2 人以上。1 施設に対して、1 グループにつきハガキ1
枚でお願いします

※日光林間学園、鹿沼野外レクリエーションセンターの利用できる
日も学校などが利用するため、空室が少ない場合があります。く
わしくは、各施設にお問い合わせください
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地域の 子
育 て 支援者 保育ママを募集します
～子どもが好きなあなたの力が必要です～

18年4 月に開業予定の保育ママを募集します。
子どもたちのために、愛情と熱意に満ちたあなたの力を生かしてみませんか。

保育ママ募集の申し込み・お問い合わせは、保育計画係へ 　3880- 5873
募集案内は区・ホームページの人材募集のページでもご覧になれます。
( HP) ht t p: / /www. ci t y. adachi . t okyo. j p/

◆ 保育ママってどんな仕事?

保護者が働いていたり病気など
で、家庭で養育できない子どもを、
日中、保育ママの自宅で預かり、保
育する仕事です。集団保育とは異な

り、家庭的な雰囲気の中でゆったり
すこやかに子どもを育てます。対
象児童=生後5週目( 36日目)～3
歳未満の児童受け入れ人数=おお
むね2～3人保育日・保育時間=
月～土曜日の毎日、おおむね午前8

時～午後5時収入=保護者からの
保育料( 1 人につき24, 500円) と区
からの補助金

◆ どんな人が保育ママになれるの?

子育ての経験がある方、または施
設などで子どもと関わった経験があ
る方が、区の保育ママ認定研修をす
べて受講した上で試験を行い、その
結果をもとに保育ママ認定委員会が
認定した方です。
区では、現在89人の保育ママが、

区の保育の一翼を担っています。

◆ 保育ママに応募するには

対象= 次のすべてに該当する方… 子
育てに熱意と愛情を持っている/ 区
内に居住する心身健全な満25歳以上
満59歳以下( 18年4 月1 日現在) ※

定年は65歳/ 自宅 に保育に適した9. 9

㎡( 6 畳) 以上の専用の部屋があ
る/ 子どもを育てた経験や、施設な
どで子どもと関わった経験がある
( 保育士・教員・看護師・保健師・助産

師などの資格を有しているだけでは
応募できません) / ほかに職業を持
たず、子どもの保育に専念できる/
同居親族に就学前の児童がいない、
また看護が必要な者がいない/ ペッ
トを飼っていない/ 表1 の研修など

を受講できる 申込= 保育課で配付
する申込書を持参 期限=8 月19日
※ 保育ママ利用者の少ない地域もあ
りますので、相談してください

表1　保育ママになるまでの行程( 18年4 月開業予定者)

※ スケジュールについては、変更する場合があります

4月に開業した
保育ママの声

▲ 吉野陶子さん(
青井在住)

自 分が働いていた経験から、保護者が安心

して仕事に行ける手助けがしたいと思い、応募

しました。

私は保育ママとして、朝と同じ状態で帰宅

できるように、子どもたちの安全・健康面を第

一に考えながら保育しています。

大変な仕事ですが、それでも続けられるの

は、一人ひとりの子どもに違った魅力があり、

その成長を感じられるからですね。家族の理

解と協力、自分の子育ての経験も大きな支え

になっています。子どもたちのパワーを分けて

もらって、毎日にぎやかに過ごしています。

保育ママの
1 日

保育ママと子どもたちの1 日を紹
介します。保育ママ歴5 年目の黒澤

千代子さん( 谷中在住) は「特に資格
を持っているわけではなく不安でした

が、子育ての経験があれば良いとい
うことと、長くできる仕事だと思い、申
し込みました。保育ママになるための

研修は大変でしたが、何とか頑張り

ましたO子どもが好きだから今も続け
られていると思います。何といっても
子どもたちの成長を見られるのが楽

しいです」と話してくれました。

始ま
り

①受け入れ

▲ 「おはよう」。この
日はおじいちゃん
と一緒に来ました

② 遊 び( 午 前 中)
▼
今
日
は
雨
な
の

で
、
室
内
で
お
も

ち
ゃ
遊
び

③昼食( 午前11時15分ごろ)

お
家
か
ら
持
っ
て
き
た

お
弁
当
を
食
べ
ま
す
。

赤
ち
ゃ
ん
は
ミ
ル
ク
。

「
お
い
し
い
ね
!

」

④お昼寝
( 午後0 時30分ごろ)

▲ い っ ぱい遊ん
でご飯を食べた
ら、やっぱり眠
くなります

(こ
の
間
に
お
や
つ
を
食

べ
ま
し
た
}

⑤お迎え

▲ 一人目のお母さんがお
迎えに来ました。「また
明日ね」

⑥お散歩

( 午後3 時30分ごろ)

雨
も
上
が
り
、
お
迎
え
ま
で
時
間

が
あ
る
か
ら
お
散
歩
し
よ
う

( この後、お迎えが来て、今日も1 日
が終わりました)

終わり

企
業
提
案
型
経
済
活
性
化

推
進
事
業
を
決
定
し
ま
し
た

「
企
業
提
案
型
経
済
活

性
化
推
進
事
業
」
と
は

区
内
経
済
の
活
性
化
を
促
進
す
る

た
め
、
1
7年
度
か
ら
始
ま
っ
た
事
業

で
す
。

区
内
で
革
新
的
な
事
業
を
行
う
方

を
応
援
す
る
補
助
金
事
業
「
ビ
ジ
ネ

ス
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ス
」
と
、
事
業

者
が
柔
軟
な
発
想
で
区
の
行
う
事
業

を
提
案
す
る
委
託
事
業
「
事
業
ア
イ

デ
ア
提
案
コ
ー
ス
」
の
2
つ
の
事
業

を
募
集
し
ま
し
た
。

採
択
事
業
が
決
ま
り
ま
し
た

4
月
1
8日
か
ら
5
月
2
0日
ま
で
の

募
集
期
間
中
、「
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
レ

ン
ジ
コ
ー
ス
」
に
1
7提
案
者
か
ら
1
9

提
案
、「
事
業
ア
イ
デ
ア
提
案
コ
ー

ス
」
に
2
4提
案
者
か
ら
3
0提
案
の
応

募
が
あ
り
、
厳
正
な
選
考
の
結
果
、

合
計
1
2件
の
事
業
を
採
択
し
ま
し
た

(
表
2

・
3
)

。

事
業
が
進
め
ら
れ
ま
す

「
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー

ス
」
に
採
択
さ
れ
た
事
業
者
は
、
区

内
で
新
し
い
技
術
・
製
品
・
サ
ー
ビ

ス
の
開
発
に
取
り
掛
か
り
ま
す
。

ま
た
「
事
業
ア
イ
デ
ア
提
案
コ
ー

ス
」
は
、
区
が
採
択
さ
れ
た
事
業
者

と
委
託
契
約
を
結
び
、
事
業
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

お
問

い
合
わ
せ
は

▽
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ス

に
つ
い
て
・
:中
小
企
業
支
援
課
創

業
支
援
係(

3
8
8
0
)
5
1
8
4

▽
事
業
ア
イ
デ
ア
提
案
コ
ー
ス
に

つ
い
て
…
産
業
政
策
課
管
理
係
　

(
3
8
8
0
)
5
1
8
2

表2　 ビジネスチャレンジコース( 補助金事業) 採択事業一覧

表3　 事業アイデア提案コース( 委託事業) 採択事業一覧

A
-
F
e
s
t
a

区
民
ま
つ
り
に
参
加
し
よ
う

A- Fe
s t a2005

あだち 区民 まつり
協 賛 企 業・団 体 募 集 中

10 月

8
日( 士)
9

日( 日)

記念T シャツ発売中
問 先
区民まつり委員会事務局
( 観 光交 流 課 観光 係)
3880- 5853

ス
テ
ー
ジ
出
演
者
募
集

歌
や
ダ
ン
ス
な
ど
で
、
区
民
ま
つ

り
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
る
区
内
ア
マ

チ
ュ
ア
グ
ル
ー
プ
を
募
集
し
ま
す
。

日
ご
ろ
の
活
動
成
果
を
ス
テ
ー
ジ
で

表
現
し
ま
せ
ん
か
。
日
程
1
1
0月
8

日
田
・
9
日
㈲

出
演
時
間
=
約
1
5

分
以
内

定
員
=
1
5団
体
程
度

(抽
選
)

あ
だ
っ
ち
ボ
ー
ル

参
加
チ
ー
ム
募
集

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
に
似
た
、
だ
れ
に

で
も
で
き
る
区
民
ま
つ
り
オ
リ
ジ
ナ

ル
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
賞
品
や
特
別
賞

な
ど
の
特
典
も
あ
り
ま
す
。
ル
ー
ル

な
ど
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
程
上
…
J月
9
日
向

対
象
=
区
内

在
住
・
在
学
の
小
学
生
(
1
チ
ー
ム
1
0

人
)

定
員
=
3
2
団
体
(
抽
選
)

費
用
1
2

千
円
(
1

チ
ー
ム
)

ト
ラ
ッ
ク
タ
イ
ヤ
引
き

レ
ー
ス
参
加
者
募
集

ト
ラ
ッ
ク
の
タ
イ
ヤ
を
3
0
m引
っ

ぱ
っ
て
タ
イ
ム
を
競
い
ま
す
。
上
位

入
賞
者
に
は
賞
品
が
あ
り
ま
す
。
年

齢
、
性
別
に
よ
っ
て
ハ
ン
デ
が
あ
り

ま
す
。
日
程
-
1
0
月
8
日
出

定

員
(
予
定
)
=
マ
小
学
生
の
部
(
低
・

中
・
高
学
年
)
・
:
各
4
0人

▽
一
般

の
部
(
中
学
生
以
上
)
:
6
0
人

※

い
ず
れ
も
抽
選

費
用
=
無
料

リ
バ
ー
サ
イ
ド
バ
ザ
ー

出
店
者
募
集

範
囲
は
、
テ
ン
ト
の
半
分
(
幅
2
.
7
m
x

奥
行
き
3
。
6
m
)を1
区
画
と
し

ま
す
。
日
程
-
1
0月
8
日
出
・
9

日
脚

対
象
=
地
域
活
動
を
目
的
と

す
る
区
内
の
非
営
利
団
体

定
員
-
3
0

団
体
(
抽
選
)

費
用
=
2
万
5

千
円
(
1
区
画
)

い
ず
れ
の
イ
ベ
ン
ト
も

場
所
=
荒
川
河
川
敷
虹
の
広
場

申
込
=
(

ガ
キ
に
、住
所
、氏
名
、

年
齢
(
学
年
)
、
代
表
者
ま
た
は

団
体
名
、
電
話
番
号
、
参
加
希
望

イ
ベ
ン
ト
、
参
加
人
数
な
ど
を
明

記

※
抽
選
後
、
当
選
者
に
は
所

定
の
用
紙
を
送
付

期
限
‥
8

月
1
2日
必
着

申
・
問
先
=
区
民

ま
つ
り
委
員
会
事
務
局
(
観
光
交

流
課
内
)

〒
1
2
0・8
5
1
0

中

央
本
町
1
-
1
7
-
1

(
3
8
8
0
)
5
8
5
3

真剣勝負の
「あだっち
ボール 」

「タイヤ引きレ ー
ス」 がん ばっ て
上位入賞をめざそ
う!

オリジナルTシャツ販売中
区民まつりの開催を記
念してオリジナルT シャ
ツ( 税込1, 300円、紺色)
を販売してい ます。 ※
収益は運営費用にあてら
れます 販売場所= 観光
交流課、区政情報室、千
住区民事務所

8
月
2
4日
開
業

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス

青
井
駅
、六
町
駅
ま
で
自
転
車
な
ど
を
利
用
す
る
方
へ

駅
周
辺
を
自
転
車
放
置
禁
止
区
域
に

指
定
し
ま
す

区
域
内
に
放
置
さ
れ
た
自
転
車
は

撤
去
し
、
移
送
所
に
運
び
保
管
し
ま

す
。
引
き
取
る
際
に
は
、
撤
去
料
2

千
円
を
徴
収
し
て
い
ま
す
。
な
お
、

撤
去
後
2
ヵ
月
を
過
ぎ
る
と
処
分
し

ま
す
。
各
駅
の
放
置
禁
止
区
域
は
図
1

・
2
、
撤
去
自
転
車
の
移
送
先
は
、

表
4
の
と
お
り
で
す
。
返
還
日
時
=

月
～
土
曜
日
・
第
4
日
曜
日
、
午

前
9
時
～
午
後
8
時
(
祝
日
、
年
末

年
始
を
除
く
)

問
先
=

自
転
車

係

　
(
3
8
8
0
)
5
9
1
4

図1　 青井駅付近自転車
放置禁止区域

図2　 六町駅付近自転車
放置禁止区域

表4　 放置自転車移送先

自
転
車
駐
車
場
定
期
利
用
者
募
集

8
月
2
4日
、区
営
青
井
駅
・
六
町

駅
自
転
車
駐
車
場
の
開
設
に
伴
い
、

定
期
利
用
者
を
募
集
し
ま
す
。
対

象
=
各
駅
か
ら
お
お
む
ね
鱚
m
以
上

離
れ
た
地
域
に
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
方

募
集
数
等
=
表
5

申
込
=

往
復
(
ガ
キ
に
図
3
の
と
お
り
必
要

事
項
を
記
入

※
8
月
8
日
に
当
落

選
お
よ
び
ラ
ッ
ク
場
所
の
抽
選
を
行

い
、
8
月
中
旬
に
結
果
を
郵
送

期

限
=
8
月
5
日
必
着

申
・
問
先
=

自
転
車
係

(
3
8
8
0
)
5
9
1
4

表5　 自転車駐車場の募集台数と費用

※ いずれも抽選
※ 学生・身体障害者は割引制度があります

図3　 往復ハガキ記入例

おわびと訂正 あだち広報7 月10日号5 面「禁煙チャレンジ教室」の日時に誤りがありました。おわびして訂正します。
【正】午前10時～正午《中央本町保健総合センター》
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く
ら
し
の
情
報

定
員
に
先
着
順
と
あ
る
も
の
は
7
月
2
6日
か
ら
受
け
付
け
ま
す

電話番号がない記事については

区役所代表へ 　3880- 5111

区・ホ ームページアドレスは

ht t p: / /www. ci t y. adachi . t okyo. i p/

凡

例

‡ 韲 こ: : Zt 澀 皙

惷軅( 申・同峩( ● ) 匍甫4

◆
螽 噐l 枩 翡 旨:

謂ごむ 垈 塁4

「
学
力
向
上
に
関
す
る
総
合
調

査
」
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

4
月
に
区
内
の
区
立
小
・
中
学
校

で
行
っ
た
調
査
に
つ
い
て
、
教
科
学

力
と
意
識
調
査
を
合
わ
せ
た
結
果
が

ま
と
ま
り
ま
し
た
。
8
月
1
日
か

ら
、
区
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
す

る
ほ
か
、
小
・
中
学
校
お
よ
び
学
力

向
上
推
進
室
の
窓
口
で
配
付
し
ま

す
。
問
先
=
学
力
向
上
推
進
室
調

整
係

　
(
3
8
8
0
)
5
9
8
1

都
営
住
宅
(
ポ
イ
ン
ト
方
式
・

単
身
者
・
シ
ル
バ
ー
ピ
ア
・

事
業
再
建
者
向
定
期
使
用
住

宅
)
入
居
者
募
集

募
集
内
容
=
ポ
イ
ン
ト
方
式
(
ひ
と

り
親
世
帯
・
高
齢
者
世
帯
・
心
身
障

害
者
世
帯
・
多
子
世
帯
・
特
に
所
得

の
低
い
一
般
世
帯
・
車
い
す
使
用
者

世
帯
)
/
単
身
者
/
単
身
者
用
車
い

す
使
用
者
/
シ
ル
バ
ー
ピ
ア
ノ
事
業

再
建
者
向
定
期
使
用
住
宅

申
し
込

み
用
紙
配
付
期
間
H
8
月
1
日
～
1
0

日
(
土
・
日
曜
日
は
除
く
)

※
募

集
内
容
な
ど
く
わ
し
く
は
、
申
込
用

紙
(
申
込
の
し
お
り
)
を
ご
覧
く
だ

さ
い

申
し
込
み
用
紙
配
付
場
所
=

住
宅
管
理
係
、
区
民
事
務
所

※
予

定
枚
数
に
達
し
次
第
、
配
付
終
了
。

事
業
再
建
者
向
使
用
住
宅
は
住
宅
管

理
係
の
み
で
配
付

問
先
=
住
宅
管

理
係

　
(
3
8
8
0
)
5
9
3
8

地
域
学
習
セ
ン
タ
ー
、ス
ポ
ー

ツ
施
設
の
指
定
管
理
者
募
集

対
象
施
設
=
保
塚
・
舎
人
の
各
地
域

学
習
セ
ン
タ
ー
ノ
ス
イ
ム
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
(
竹
の
塚
温
水
プ
ー
ル
お

よ
び
竹
の
塚
体
育
館
)
/
千
寿
本
町

小
学
校
温
水
プ
ー
ル
/
平
野
運
動
場

対
象
=
地
域
学
習
セ
ン
タ
ー
は
次
の

①
、
②
の
い
ず
れ
か
に
該
当
、
ス
ポ

ー
ツ
施
設
は
次
の
①
、
②
、
③
の
い

ず
れ
か
に
該
当
(
各
施
設
と
も
法
人

格
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
が
、
個
人

は
不
可
)
①
都
内
で
公
共
的
な
社

会
教
育
(
ス
ポ
ー
ツ
)
施
設
の
窓
口
・

運
営
な
ど
で
健
全
な
業
務
実
績
を
有

す
る
事
業
者
ま
た
は
団
体
②
都
ま

た
は
足
立
区
競
争
入
札
参
加
資
格
登

録
事
業
者
ま
た
は
団
体
③
都
内
で

商
業
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
経
営
し
、
健

全
な
業
務
実
績
を
有
す
る
事
業
者
ま

た
は
団
体
※
申
し
込
み
条
件
な

ど
、
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
指
定
期
間
=
1
8
年
4
月
か

ら
3
年
間
募
集
要
項
配
付
期
間
1

7
月
2
6
日
～
8
月
1
6
日
(
土
・
日
・

祝
日
を
除
く
)
、
午
前
9
時
～
午
後

5
時

募
集
要
項
配
付
場
所
=

▽
地

域
学
習
セ
ン
タ
ー
…
学
校
地
域
連
携

課

▽
ス
ポ
ー
ツ
施
設
…
体
育
振
興

課
(
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
内
)

申
込
=
募
集
説
明
会
に
参
加
の
上
、

応
募
用
紙
を
持
参

募
集
説
明
会
=

▽
日
時
・
:
8
月
1
6日
収
、
午
前
1
0時

(
地
域
学
習
セ
ン
タ
ー
分
)
/
午
後
1

時
(
ス
ポ
ー
ツ
施
設
分
)

▽
場

所
・
:区
役
所

申
・
問
先
=
▽
地
域

学
習
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
・
:
学
校
地

域
連
携
課
学
習
施
設
調
整

(
3
8
8
0
)
5
4
6
7

▽
ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
つ
い
て
…
体
育

振
興
課
計
画(

3
8
5
9
)
3
4
2
2

足
立
区
画
街
路
第
8
号
線
が
相
互
通
行
に
な
り
ま
す

都
市
計
画
道
路
足
立
区
画
街
路
第
8

号
線
(
西
新
井
栄
町
∵
二
丁
目
)

の
一
方
通
行
と
し
て
供
用
し
て
い
た

道
路
が
、
8
月
1
日
か
ら
相
互
通
行

に
な
り
ま
す
(
図
1
)
。
問
先
=
街

路
課
計
画
係(

3
8
8
0
)
5
9
2
1

土
木
部
副
参
事
(
調
整
)

(
3
8
8
0
)
5
1
6
0

図1　 区画街路第8 号線相
互通行区間

鋸
南
自
然
の
家
の
指

定
管
理
者
募
集

対
象
=
法
人
格
を
有
し
、
宿
泊
施
設

の
管
理
運
営
業
務
が
可
能
で
、
か
っ

経
験
が
豊
富
な
企
業
ま
た
は
団
体

指
定
期
間
=
1
8
年
4
月
か
ら
3
年
間

申
込
=
現
地
説
明
会
・
募
集
説
明
会

に
参
加
の
上
、
応
募
用
紙
を
持
参

※
募
集
要
項
・
応
募
用
紙
は
学
務
課

で
配
付
現
地
説
明
会
お
よ
び
募
集

説
明
会
=
▽
日
時
…
9
月
1
日
㈲
、

午
後
1
時
▽
場
所
・
:
鋸
南
自
然
の

家
(
千
葉
県
安
房
郡
鋸
南
町
大
帷
子

天
王
川
4
7
8
)
申
し
込
み
受
付
期
間

=
9
月
2
日
～
1
4
日
(
土
・
日
・
祝

日
を
除
く
)
、
午
前
9
時
～
午
後
5

時

申
・
問
先
=
校
外
施
設
係

(
3
8
8
0
)
5
9
7
0

日
暮
里
・
舎
人
線
工

事
状
況

5
月
3
1日
現
在
の
工
事
の
状
況
は

表
1
の
と
お
り
で
す
。
区
内
に
設
置

さ
れ
る
9
駅
の
う
ち

、
見
沼
代
親
水

公
園

、
舎
人

、
舎
人
公
園

、
谷
在
家

、

上
沼
田
東
公
園
、
扇
大
橋
北

、
足
立

小
台
の
7
駅
に
お
い
て

、
駅
舎
の
工

事
中
で
す
。
特
に
上
沼
田
京
公
園
駅

で
は
、
本
体
部
分
の
構
築
が
進
ん
で

い
ま
す

。

1
7年
度
は

、
環
状
七
号
線
な
ど
の

幹
線
道
路
、
荒
川
区
内
の
J
R

や
京

成
本
線
を
ま
た
ぐ

、
け
た
架
設
工
事

の
ほ
か

、
け
た
上
部
に
走
行
路
を
構

築
す
る
上
部
仕
上
げ
工
事
や
残
り
の

駅
舎
工
事
に
取
り
掛
か
り
ま
す

。

工
事
期
間
中
は

、
尾
久
橋
通
り

(
放
射
一
1
1
一
号
線
)

の
渋
滞
な
ど
で

、

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

。

※
駅
名
は
全
て
仮
称

問
先
=

日
暮

里
・
舎
人
線
推
進
係

(
3
8
8
0
)
5
7
1
8

表1　 全線における工事状況
( 5 月31 日 現在)行

政
評
価
の
結
果
を

公
表
し
ま
す

行
政
評
価
と
は
、区
が
行
う
施
策

や
事
務
事
業
に
つ
い
て
、
定
期
的
に

検
証
、
評
価
し
、
そ
の
評
価
結
果
を

次
の
計
画
立
案
や
事
業
改
善
に
つ
な

げ
て
い
く
活
動
で
す
。

区
で
は
、
1
6年
度
に
行
っ
た
事
務

事
業
を
、
有
効
性
や
効
率
性
な
ど
の

観
点
か
ら
評
価
す
る
と
共
に
、
新
た

な
基
本
計
画
で
定
め
た
施
策
に
つ
い

て
も
、
そ
の
達
成
度
な
ど
の
評
価
を

行
い
ま
し
た
。

評
価
結
果
に
つ
い
て
、
8
月
1
日

か
ら
区
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
政

策
課
、
区
政
情
報
室
、
図
書
館
で
公

表
し
ま
す
。

な
お
、こ
の
評
価
結
果
は
、
今
年

度
に
設
置
し
た
「
足
立
区
区
民
評
価

委
員
会
」
が
、
区
民
・
専
門
家
の
視

点
か
ら
再
度
評
価
を
行
い
、
今
秋
ま

で
に
意
見
を
ま
と
め
て
い
く
予
定
で

す
。
問
先
=
政
策
課

(
3
8
8
0
)
5
8
1
1

男
女
共
同
参
画
(
子
育
て
、夫

婦
・
親
子
関
係
、
働
く
こ
と

な
ど
)

に
つ
い
て
学
習
す
る

団
体
へ
助
成
し
ま
す

対
象
=
区
内
に
活
動
の
主
体
を
置
く

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
7
人
以

上
の
グ
ル
ー
プ
・
団
体

助
成
内
容
U

男
女
共
同
参
画
社
会
に
か
か
わ
る

公
開
学
習
会
や
講
演
会
の
講
師
謝
礼

に
要
す
る
費
用
の
一
部
助
成

募
集

団
体
数
=
5
団
体
(
先
着
順
)

※
1

団
体
に
つ
き
1
回
の
み

申
込
=

男
女
参
画
プ
ラ
ザ
で
配
付
す
る
申
込

書
を
持
参

期
限
=
1
2月
2
2日

申
・
問
先
=
男
女
参
画
プ
ラ
ザ

(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

明
る
い
選
挙
推
進
活
動

「
明
る
い
選
挙
推
進
活
動
」
と
は
、

話
し
合
い
を
通
じ
て
政
治
や
選
挙
に

対
す
る
関
心
を
深
め
て
い
く
運
動
で

す
。
私
た
ち
の
未
来
を
よ
り
良
い
も

の
と
す
る
た
め
に
も
、
一
人
ひ
と
り

が
主
権
者
と
し
て
の
自
覚
を
し
っ
か

り
身
に
付
け
、
政
治
に
対
す
る
正
し

い
理
解
と
認
識
を
持
つ
こ
と
が
大
切

で
す
。

こ
の
担
い
手
と
し
て
、
区
で
は
現

在
1
2
3人の
方
を
明
る
い
選
挙
推
進
委

員
と
し
て
委
嘱
し
て
い
ま
す
。
推
進

委
員
は
、
皆
さ
ん
の
身
近
な
地
域

で
、
話
し
合
い
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
呼
び
掛
け
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

ぜ
ひ
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

問
先
=
選
挙
管
理
委
員
会

(
3
8
8
0
)
5
5
8
1

中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験

中
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
が
あ
る

か
ど
う
か
を
認
定
す
る
た
め
に
、
文

部
科
学
省
が
行
う
試
験
で
す
。
合
格

者
は
高
等
学
校
の
入
学
資
格
が
得
ら

れ
ま
す
。
対
象
=
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
方
…
病
気
な
ど
で
義
務

教
育
諸
学
校
へ
の
就
学
を
猶
予
ま
た

は
免
除
さ
れ
た
/
や
む
を
得
な
い
理

由
に
よ
り
登
校
で
き
な
い
お
よ
び
卒

業
で
き
な
い
見
込
み
で
あ
る
/
1
8年

3
月
3
1日
ま
で
に
満
1
6歳
以
上
に
な

る
/
日
本
国
籍
を
有
さ
ず
1
8年
3
月
3
1

日
ま
で
に
満
1
5歳
以
上
に
な
る
、

ほ
か

※
受
験
資
格
な
ど
く
わ
し
く

は
受
験
案
内
を
参
照

試
験
日
=
1
0

月
3
1日
月

場
所
―
都
・
就
学
相
談

室
(
渋
谷
区
笹
塚
1
-
2
6
-
9
)

願
書
受
付
期
間
1
8
月
2
2日
～
9
月
9

日

※
願
書
・
受
験
案
内
は
都
・

教
育
庁
小
中
学
校
係
で
配
付
。
申
込

方
法
な
ど
く
わ
し
く
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い

申
先
=
文
部
科
学

省
生
涯
学
習
推
進
課
(
千
代
田
区
丸

の
内
2
-
5
-
I
)

問
先
=
都
・

教
育
庁
小
中
学
校
係

(
5
3
2
0
)
6
7
5
2

区
・
就
学
係(

3
8
8
0
)
5
9
6
9

休業します
庁舎ホール・区民ロビー
駐車場・展望レストラン
8月13日・14日は、消防設備点検

のため、区役所全館を閉館します。
当日は、庁舎ホール・区民ロビー・
駐車場・展望レストランも、利用で
きません。 問先= 庁舎管理課設備

3880- 5827

女性相談室の臨時休業

臨時休業日=7 月28日㈲・8 月19日
面・8 月30日㈹・8 月31日㈲ ※ 休
業日には相談の予約も休業します
問先= 男女参画プラザ女性相談室

3880- 5223

図書館臨時休館のお知らせ

館内消毒、防災点検や耐震調査な
どのため、一部の図書館が臨時休館
となります( 表2) 。開館中の図書
館をご利用ください。 問先= 中央
図書館 　5813- 3740
表2　8 月の図書館臨時休館日一覧

※ 27 圉・28(日)に、竹の塚図書館で臨
時休館を予定しています。予定どお
りの場合、月末休館日( 31 日) は臨
時で開館します。くわしくは今後の
あだち広報をご覧ください

催
し
物
ガ
イ
ド

定
員
に
先
着
順
と
あ
る
も
の
は
7
月
2
6日
か
ら
受
け
付
け
ま
す

夏
休
み
宿
題
相
談

日
時
=
8
月
2
日
～
1
2日
、
8
月
1
7

日
～
3
1日

、
い
ず
れ
も
午
前
1
0時
～

午
後
4
時

対
象
=
小
学
生
以
上

内
容
=
専
門
職
員
に
よ
る
歴
史
や
地

理
、
昔
の
暮
ら
し
な
ど
に
関
す
る
夏

休
み
の
宿
題
相
談

申
込
―
回
答
準

備
に
時
間
が
掛
か
る
質
問
の
場
合
も

あ
る
の
で
、事
前
に
電
話
(
当
日
可
)

の
上
、
当
日
会
場
へ

※
夏
休
み
宿

題
相
談
の
日
程
以
外
で
も
、
職
員
が

回
答
し
ま
す
。
気
軽
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い

場
・
申
・
問
先
=
郷
土
博

物
館

　
(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

い
に
し
え
の
七
夕
ミ
ニ
体
験

日
時
H
8
月
1
4
日
勍
(
無
料
公
開

日
)
、
午
前
1
0
時
～
午
後
4
時
内

容
=
平
安
時
代
の
七
夕
を
再
現
し
ま

す
。
カ
ジ
と
い
う
植
物
の
葉
に
願
い

ご
と
を
書
い
て
笹
に
つ
る
し
ま
す

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

場
・
問

先
=
郷
土
博
物
館

(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

お知らせ 足立区観光交流協会が全戸配付した「第27回足立の花火大会プログラム」の掲載記事に誤りがありました。おわびして訂正します。
【正】「あだちヤングジョブセンター」開館日=火曜日～土曜日《産業政策課》
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夏
休
み
親
子
実
験
教

室
「
牛
乳
を
学
ぶ
」

日
時
=
8
月
2
5日
㈲
、
午
前
1
0時
～

正
午

場
所
=
エ
ル
・
ソ
フ
ィ
ア

対
象
―
区
内
在
住
の
小
学
4
年
生
～

中
学
生
(
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
)

内
容
=
牛
乳
や
乳
製
品
の
表
示
や
成

分
に
つ
い
て
、
バ
タ
ー
・
ヨ
ー
グ
ル

ト

ーチ
ー
ズ
を
手
作
り
し
な
が
ら
学

び
ま
す

持
ち
物
=
エ
プ
ロ
ン
・
お

手
ふ
き
・
三
角
き
ん

定
員
=
3
0
人

(先
着
順
)

申
込
―
電
話

申
・

問
先
=
消
費
者
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
夏

休
み
の
イ
ベ
ン
ト

夏
休
み
特
別
観
望
会

日
時
=
8
月
1
2
日
面
・
1
9
日
面
、
午

後
7
時
～
8
時
3
0
分
対
象
=
小
学

生
以
上
(
小
・
中
学
生
は
保
護
者
同

伴
)

内
容
=

星
空
観
望

※
雨

天
・
曇
天
時
は
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で

の
「
星
の
お
話
」
の
み

定
員
=
各

日
5
0人
程
度
(
先
着
順
)

費
用
H

▽
大
人
…
2
0
0円

▽
小
・
中
学
生
…
1
0
0

円

申
込
=
電
話
ま
た
は
窓
口

星
と
音
楽
の
夕
べ

日
時
=
▽
8
月
6
日
倒
・
2
0日
出
・
:
X
J
A
P
A
N

特
集

▽
8
月
1
3

日
倒
・
2
7日
中
:
白
鳥
英
美
子
特
集

※
い
ず
れ
も
午
後
6
時
開
演
。
チ
ケ

ッ
ト
の
発
売
は
、
当
日
の
午
後
3
時
2
0

分
開
始

費
用
=

▽
大
人
・
:
2
0
0
円

▽
小
・
中
学
生
…
1
0
0円

※
未
就
学

児
で
も
座
席
を
使
用
す
る
場
合
は
チ

ケ
ッ
ト
が
必
要

夏
休
み
の
星
空
ラ
イ
ブ
解
説

日
程
=
7
月
2
0
日
～
8
月
1
4
日
(
8

月
8
日
は
休
館
日
)

時
間
=
午
後
O

時
4
5分
、
2
時
、
3
時
1
5分

内

容
=

「
私
か
愛
し
た
星

リ
ン
グ
プ

ラ
ネ
ッ
ト
・
土
星
」
の
上
映
の
ほ
か

に
、「
流
れ
星
の
お
話

流
れ
星
を

見
つ
け
よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
星

空
の
ラ
イ
ブ
解
説

費
用
=
▽
大
人

…
2
0
0円

▽
小
・
中
学
生
・
:
1
0
0
円

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

い
ず
れ
も

場
・
申
・
問
先
=
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ

ィ
・
こ
ど
も
科
学
館

(
5
2
4
2
)
8
1
6
1

吹
奏
楽
の
魅
力
を
あ
な
た
に

「
東
京
都
職
場
・
一
般
吹
奏
楽

コ
ン
ク
ー
ル
」

日
時
=
▽
一
般
の
部
…
8
月
6
日

倒
、
午
後
4
時

▽
一
般
の
部
・
職

場
の
部
…
8
月
7
日
㈲
、
午
前
1
0時

場
所
=
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・
西
新
井

文
化
ホ
ー
ル

内
容
=
都
内
で
活
動

す
る
職
場
バ
ン
ド
や
、
一
般
の
吹
奏

楽
団
4
4団
体
が
参
加
す
る
都
吹
奏
楽

コ
ン
ク
ー
ル
の
予
選
。
各
団
体
ご
と

に
、
課
題
曲
・
自
由
曲
を
演
奏
し
ま

す

申
込
U
当
日
直
接
会
場
へ

問

先
=
文
化
支
援
係

(
3
8
8
0
)
5
9
8
6

第
2回
消
費
者
講
座
「
気
を
つ
け
て

!

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

、ケ
ー
タ
イ

電
話
の
コ
ワ
イ
話
～
あ
な
た
は

平
気
?
家
族
は
平
気
?
～
」

日
時
=
8
月
2
3
日
収
、
午
後
6
時
3
0

分
～
8
時
3
0
分
場
所
U
エ
ル
ー
ソ

フ
ィ
ア

対
象
U
区
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
方

内
容
=
ト
ラ
ブ
ル

が
相
次
い
で
い
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

や
携
帯
電
話
な
ど
に
よ
る
不
当
・
架

空
請
求
に
つ
い
て
、
消
費
者
セ
ン
タ

ー
専
門
相
談
員
が
、
悪
質
業
者
の
手

口
と
そ
の
対
策
を
、
実
例
を
交
え
な

が
ら
分
か
り
や
す
く
話
し
ま
す

講

師
=
区
消
費
生
活
相
談
員

定
員
=
7
0

人
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話
ま

た
は
窓
口

申
・
問
先
=
消
費
者
セ

ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

再
就
職
&
転
職
支
援

セ
ミ
ナ
ー
(
4
日
制
)

日
程
等
=
表
3

対
象
=
区
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
方

定
員
-
4
0

人
(
先
着
順
)

費
用
-
4
2
0円(
適

性
検
査
用
紙
代
)

申
込
=
電
話

※
保
育
あ
り
(
6
ヵ
月
以
上
就
学
前

ま
で
、
先
着
1
5人
)

場
・
申
・
問

先
=
男
女
参
画
プ
ラ
ザ

(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

表3　再就職&転職支援セミナー～女性の
ためのスキルアップ講座I～

※ いずれも水曜日、時間は午後7時～9時

N
P
O
ガ
ブ
ッ
と
ま
る
か

じ
り
講
座
「
あ
だ
ち
打
ち
水

大
作
戦
!
～
打
ち
水
を

し
て
地
球
を
冷
や
そ
う
～
」

日
時
日
8
月
6
日
倒
、
午
前
1
0時
3
0

分
～
正
午

対
象
=
N
P
O

や
環
境

問
題
に
関
心
の
あ
る
方

内
容
=
全

国
で
夏
の
暑
さ
を
打
ち
水
で
冷
や
す

活
動
を
行
っ
て
い
る
N
P
O
「
打
ち

水
大
作
戦
」
の
ス
タ
ッ
フ
が
、
N
P

O
活
動
の
き
っ
か
け
、
魅
力
、
思
い

を
語
り
ま
す
。
ま
た
会
場
で
実
際
に

打

ち

水

を

し

て

、
そ

の

効

果

を

体

験

し

ま

す

講

師
=

浅

井

重

範

氏
　
(

「
打

ち

水

大

作

戦

」
本

部
)

定

員
=
3
0

人
(

先

着

順
)

持

ち

物
=

ペ

ッ
ト

ボ

ト

ル

な

ど

に

入

れ

た

雨

水

・

お

風

呂

の

残

り

湯
(

打

ち

水

に

使

用
)

、

帽

子

申

込
=

電

話

・

フ

ァ

ク

ス

・
E

メ

ー

ル

で

住

所

・
氏

名

・

電

話

番

号

・
E

メ

ー

ル

ア

ド

レ

ス
　
(

持

っ
て

い

る

方

の

み
)

・
「
打

ち

水

大

作

戦

」

を

連

絡

期

限
=
8

月
2

日

場

・

申

・

問

先
=
N
P
O

活

動

支

援

セ

ン

タ

ー
(
3
8
4
0
)
2
3
3
1
　
　
　

(
3
8
4
0
)
2
3
3
3

n
p
o
@
c
i
t
y
.
a
d
a
c
h
i
.
t
o
k
y
o
.
j
p

郷
土
博
物
館
第
2
土
曜
日

(無
料
公
開
日
)
の
映
画
会

日
時
=
8
月
1
3日
田
、
午
前
1
1
1
1

時

内
容
=
「
芭
蕉
布
を
織
る
女
た
ち

～
連
帯
の
手
わ
ざ
～
」
(
3
0
分
)
…

女
性
た
ち
の
共
同
作
業
で
作
り
出
さ

れ
る
芭
蕉
布
の
全
工
程
/
「
文
楽
に

生
き
る
～
吉
田
玉
男
～
」
(
3
0
分
)

・
:
人
形
遣
い
に
か
け
る
人
間
国
宝
の

精
進
の
姿

申
込
=
当
日
直
接
会
場

へ

場
・
問
先
=
郷
土
博
物
館

(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

第
3
4回
タ
ー
ト
ル
マ
ラ
ソ
ン

全
国
大
会
兼
第
8
回
バ
リ
ア

フ
リ
ー
タ
ー
ト
ル
マ
ラ
ソ
ン

大
会
参
加
者
募
集

順
位
や
記
録
を
競
う
の
で
は
な

く

、
健
常
者
も
身
体
の
不
自
由
な
方

も
自
分
の
ペ
ー
ス
で
参
加
で
き
る
大

会
で
す
。

日
時
=
1
0
月
1
6
日
㈲
、

午
前
9

時
4
5
分

※
雨
天
決
行

場

所
=

荒
川
河
川
敷
虹
の
広
場

対
象
n
1
5

歳
以
上
(
中
学
生
不
可
)

内

容
=

▽
マ
ラ
ソ
ン
の
部
・
:
(
I

フ
マ

ラ
ソ
ン
ノ
1
0
㎞
/
5

㎞

▽
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
の
部
・
:
1
0に
m
/
5
に
m
費
用
=
3

千
円
(

障
害
者
の
方
は
千
5
0
0

円
)

申
込

―
地
域
学
習
セ
ン
タ
ー

な
ど
で
配
付
す
る
所
定
の
申
込
書

(
郵
便
振
替
用
紙
)

に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
参
加
費
を
振
り
込
み

期

限
=
9
月
2
日

問
先
=
社
日
本
夕
I

ト
ル
協
会(

3
3
6
3
)
5
3
3
1

体
育
振
興
課(

3
8
5
9
)
3
4
2
2

審議会等の公開( 7 月未掲載分・8 月分)

会議は公開です。傍聴方法など、くわしくはお問い合わせ
ください。

み
ん
な
で
つ
く
る

健
康
あ
だ
ち
2
1

「
栄
養
・
食
生
活
」

朝
ご
は
ん
、食
べ
て
い
ま
す
か
?
　

朝
食
は
、
1
日
の
ス
タ
ー
ト
に
欠

か
せ
な
い
大
切
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で

す
。
朝
食
を
食
べ
な
い
と
、「
体
温

や
血
糖
値
が
下
が
っ
て
体
が
だ
る

い
」「
や
る
気
が
起
き
な
い
」
な
ど

の
症
状
が
出
て
き
ま
す
。
さ
ら
に
、

朝
食
抜
き
は
肥
満
の
も
と
。
1
日
2

食
の
場
合
、
食
事
の
間
隔
が
長
い
の

で
吸
収
力
が
高
ま
り
、
太
り
や
す
い

体
質
を
作
り
ま
す
。
ま
た
、
ビ
タ
ミ

ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
な
ど
の
多
く
の
栄
養

素
が
不
足
し
ま
す
。

区
世
論
調
査
の
結
果
で
は
、
朝
食

抜
き
は
若
い
世
代
の
男
性
に
多
く
、
6
0

歳
代
の
男
女
は
1
2年
の
前
回
調
査

に
比
べ
増
え
て
い
ま
す
(
図
2
)
。

「
の
ど
ご
し
の
よ
い
物
を
何
か
1

つ
で
も
食
べ
る
」「
す
ぐ
食
べ
ら
れ

る
も
の
を
買
っ
て
お
く
」
な
ど
は
区

民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
提
案
で
す
。
で

き
る
こ
と
か
ら
、
始
め
て
み
ま
せ
ん

か
。
区
は
、
健
康
づ
く
り
推
進
員
や

区
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、「
朝
ご

は
ん
の
大
切
さ
運
動
」
を
進
め
て
い

ま
す
。

《
健
康
推
進
係
》

図2　 朝食を食べない人の割合

ひ
ろ

ば

会
員
募
集

☆
ギ
タ
ー
教
室

毎
月
第
1
・
3
金

曜
日
/
午
後
5
時
3
0分
～
9
時
3
0分
/

保
塚
地
域
学
習
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/

経
験
不
問
、
小
中
高
生
歓
迎
/
個
人

レ
ッ
ス
ン
可
/
月
額
3
千
5
0
0円/
大

谷

　
(
3
8
8
3
)
2
4
3
9

=
催
し
物
=

☆
華
道
茶
道
こ
ど
も
教
室
8

月
2
7

日
～
1
8年
2
月
2
5日
(
月
2
回
、
土

曜
日
)
、
午
前
1
0時
～
正
午
/
エ
ル
・

ソ
フ
ィ
ア
ほ
か
/
小
学
3
年
生
～
中

学
生
/
材
料
費
実
費
負
担
/
田
中

(
3
8
8
6
)
5
9
2
2

掲

示

板

第
2
9回
東
京
都
住
宅
供
給
公
社
都

民
住
宅
(
指
定
法
人
管
理
型
を
含

む
)
あ
き
家
入
居
者
募
集

募
集
戸
数
=
約
2
千
9
0
0戸

対
象
H

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
・
:
都
内

在
住
ま
た
は
在
勤
者
/
同
居
親
族
が

い
る
/
所
得
基
準
内
で
あ
る
/
連
帯

保
証
人
が
い
る

申
込
用
紙
販
売
期

間
=
7

月
2
8日
～
8
月
1
1日

販
売

場
所
・
問
先
=
公
社
募
集
テ
レ
フ
ォ

ン
サ
ー
ビ
ス(

3
4
0
7
)
3
1
2
0

問
先
=
公
社
募
集
セ
ン
タ
ー

(
3
4
0
9
)
2
2
4
4

足
立
あ
か
し
あ
園
「
ふ
れ
あ
い
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
出
店
者
募
集

日
時
=
9
月
4
日
㈲
、
午
前
1
0時
3
0

分
～
午
後
2
時
3
0分

期
限
=
8
月
1
2

日

※
事
前
に
電
話
に
て
要
問
い

合
わ
せ

問
先
=
足
立
あ
か
し
あ
園

(
3
8
4
9
)
1
1
8
8

被
爆
6
0周
年
「
原
爆
・
平
和
・
戦

争
を
考
え
る
つ
ど
い
」

▽
映
画
「
は
だ
し
の
ゲ
ン
2
」
上
映

と
被
爆
体
験
の
集
団
証
言
/
コ
ン
サ

ー
ト
・
:
日
時
=
8
月
2
日
収
、
午
後

2
時
～
4
時
3
0
分
場
所
=
区
役
所

庁
舎
ホ
ー
ル
▽
展
示
会
・
:
日
時
=

8
月
1
日
～
5
日
、
午
前
9
時
～
午

後
6
時
(
1
日
は
午
後
1
時
か
ら
、
5

日
は
午
後
3
時
ま
で
)

場
所
=

区
役
所
I
階
区
民
ロ
ビ
ー

内
容
=

広
島
・
長
崎
被
爆
写
真
ポ
ス
タ
ー
の

展
示

問
先
H
足
立
区
原
爆
被
害
者

の
会

　
(
3
8
9
6
)
4
9
4
6

自
衛
官
(
航
空
学
生
、
一
般
曹
候

補
学
生
、
曹
候
補
士
、
二
等
陸
・

海
・
空
士
)
募
集

受
付
期
間
=
8
月
1
日
～
9
月
8
日

受
験
資
格
・
試
験
日
=
▽
海
・
空
航

空
学
生
(
高
卒
〈
見
込
み
含
む
〉
2
1

歳
未
満
の
者
)
・
:
9
月
2
3日
㈱

▽

一
般
曹
候
補
学
生
(
1
8
歳
以
上
2
4歳

未
満
の
者
)
・
:
9
月
1
7日
田

▽
曹

候
補
士
(
1
8
歳
以
上
2
7
歳
未
満
の

者
)
・
:
9
月
1
7
日
田

▽
二
等
陸
・

海
・
空
士
(
1
8
歳
以
上
2
7
歳
未
満
の

者
)
・
:
男
子
9

月
1
0
日
出
・
1
8日
脚
・
W

一
日
田
・
2
6
日
㈲

、
女
子
9

月
2
5
日

脚

申
・
問
先
=
自
衛
隊
足
立
募
集

事
務
所

(
3
8
8
1
)
8
0
9
6

は
り
・
灸
奉
仕
施
術
を
行
い
ま
す

日
時
=
8

月
1

日
～
3
1
日

場
所
=

社
東
京
都
鍼
灸
師
会
会
員
の
各
治

療
院

対
象

―
区
内
在
住
・
在
勤
の

方

定
員
=
2
0
0人
(

先
着
順
)

申

込
=

電
話

期
限
=
8

月
6
日

問

先
=

石
原

(
3
8
5
2
)
5
7
3
0

訪
問
介
護
員
養
成
研
修
2

級
課
程

(
夜
間
コ

ー
ス
)

受
講
生
募
集

期
間
=
8
月
2
2
日
～
‥
1
1
(
月
2
8
日
場

所

―
足
立
老
人
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
(
保

木
間
5
-
2
3
-
2
0
)

定
員
=
4
0
人

(
選
考
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子どもを
犯罪から 守るために

問先= 危機管理課 　3880- 5838

子どもをねらった犯罪( 連れ去りや性犯罪など)
が区内でも多く発生しています。中でも、午後2 時
から6 時までの時間帯に小学生が被害にあうことが
非常に多く、場所は通学路や公園、エレベーター内
や駐輪場など、屋内・屋外を問わず発生しています。
犯罪者は、わずかなすきをついて子どもをねらっ

ています。子どもが安全に過ごせる環境を作るには
「地域の見守る目」が重要です。

まち
ぐ る み で

守 っ て い ま す

学校でも

インターホンに付いたカ

メラで、訪問者を確認

カメラで確認後、遠隔操作で門

に付いているマグネット錠 を開

けます
防犯ブザーで危険を周囲に!

交通安全指導車で巡回

立て看板で意識啓発

PTA で、通学路の防犯マップ を

作成し、親子で確 認

「こどもをまもろう110

番」は安心のしるし

対 策
本人
知らない人にはついて行かない
外で一人では遊ばない
知らない人と二人きりではエレベ
一夕一に乗らない
連れて行かれそうになったら大き
な声で助けを呼ぶ

保護者
どこでだれと遊ぶ、何時に帰るな
ど、子どもの行動を日ごろから把
握しておく
子どもの変化を見逃さない( 子ど
もは何かあってもしかられるのを
恐れ、自分からはなかなか話さな
い傾向がある)
子どもと一緒に通学路の危険な場
所などを確認しておく

地域
防犯パトロールを行う
不自然な子ども連れには一声掛け
るか、110番通報する

区の取り組み
NPO との協働により、区内の

幼 稚 園 ・保育 園を訪 問し て、 防犯

キャ ラク ター人形 を使 っ た キャ ン

ペ ー ンを行い ます。 また、Web サ
イト( ht t p: / /www. ki ki . ne. j p/ ) で も、

アニメ動画による防
犯啓発を行っていま
す。

区では、子どもの安全を守るため
に、小学生および女子中学生への防
犯ブザーの貸与、今年度中に全小・
中学校にカメラ付きインターホンや
マグネット錠を設置、交通安全指導
員による学校パトロールなどを行っ
ています。また、各警察署の協力を
得て、学校の巡回パトロール、セー
フティー教室の開催、不審者侵入訓
練などを行い、犯罪防止に取り組ん
でいます。防犯キャラクター「サイ君」

地域における自主防犯活動
区内各地域では「まちの安全」を

守るために、町会・自治会、PTA 、
事業者などが中心となり自主防犯活
動を積極的に行っています。主な活
動は、パトロールによる不審者への
対応、安全教室での大声を出す練習
ほか、立て看板やのぼり旗による犯
罪への注意呼び掛け、登下校中の児
童・生徒の見守 りや声掛けなどで
す。
これら自主防犯活動に参加した方

からは、「近隣とのコミ ユニケーシ

ョンを図ることができた」「同じ目
的を持って活動をすることで地域が
一つになれた」などの意見が寄せら
れており、活動を通して犯罪抑止に
大切な「地域の力」が確実に育って
います。
今後も防犯活動を進めて、一人ひ
とりが生活安全推進標語である「安
全は あなたの自覚 周りの目」を
意識して子どもたちの安全を守って
いきましょう。

お支払いは便利な口座振替で
問先= 納税課収納管理係 　3880- 5238

こくほ年金課収納管理係 　3880- 5242
介護保険課収納管理係 　3880- 5744

スケッチあだち
まちの情報・話題をお待ちしています。 問先= 広報係 　3880- 5815

祝! 直木賞受賞
足立区在住・朱川湊人氏の「花
まんま」( 文藝春秋刊) が第133
回直木賞を受賞しました。あだ
ち広報「ズームアップ」( 15年11
月1 日号) の「夢・人・倶楽部」
でも、朱川氏は登場しています。
受賞作は、大阪の下町を舞台に
した短編集で、人生の機微を感
じさせる物語を子供時代の記憶
として描いたものです。

朱川湊人( しゅかわみなと) 氏プロフィール
1963年1 月7 日大阪市生まれ。81年都立淵

江高等学校を卒業。86年慶応義塾大学文学部
国文学科卒業。出版社勤務を経て文筆業。ペ
ンネーム「朱川」は、通学する電車から見え
た情景「朝焼けに染まる荒川」から名付けた。
主な作品は、「フクロウ男」( 02 年) 第41回オ
ール漬物推理小説新人賞受賞/ 「都市伝説セ
ピ ア」( 03 年) 第130回直木賞候補/ 「白い部
屋で月の歌を」( 03 年) 第10回日本ホラー小
説大賞短編賞受賞

▲ 受賞作
「花まんま」

開業 ま で1 カ月!

つくばエクスプしス
8 月24日の開業まで1 ヵ月と迫ったつくば

エクスプレス。開業に向けて着実に準備が進
んでいます。7 月6 日から21日には、国土交
通省が安全確認などのための最終検査を行い
ました。22日からは、実際のダイヤに合わせ
た列車の試運転も始まっています。一足早く
つくばエクスプレスの走る姿を目にすること

もできるようになり、1 ヵ月後の開業へ期待
が高まります。

線路とホームの幅
などを測定し、安
全性を確認

荒川橋りょうを越える
試運転中のつくばエク
スプレス

お母さんの苦労に感謝
7 月11日、中央本町保健総

合センターで、「赤ちゃん抱
っこ」の事前学習が行われ、
同校の2 年生男女80人が参加
しました。これは、妊娠・出
産に対する知識を深め、自分
の健康や身体を大事にしても
らうために、都立江北高校と
健康推進課が協力して、今年
から始めたものです。
生徒たちは、妊娠から出産
までの赤ちゃんの成長過程な
どをビデオと講義で学習後、
人形を使った抱っこやオムツ
換えの練習などに挑戦しまし
た。
生徒たちは夏休み中に、各

保健総合センターなどで、本
物の赤ちゃんを抱っこしま
す。

▲「赤ちゃんって、意外と
重いんですね」と、気分
はすっかりお父さん

▲ 臨月の妊婦を擬似体験。
大きな10kg のお腹は起
き上がるだけでも大変

世帯と人口 ( 17年7 月1 日現在　外国人含む) 世帯数: 296, 472 人口: 646, 264 人( 男: 325, 877 人、女320, 387人) 古紙配合率100%再生紙を使用しています
B. H　292, 020


